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宇治市が主体で取り組み

建
設
省
、
日
本
道
路
公
団
は
、
昭

和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
付
で

近
畿
圏
整
備
計
画
の
一
環
と
し
て
、

国
逗
一
号
線
の
バ
イ
パ
ス
と
な
る
京

滋
パ
イ
パ
ｙ
整
備
計
画
を
発
Ｓ
ｔ
Ｊ
ま

し
た
。
こ
の
事
業
の
内
容

は
、
滋
賀
県
草
津
市

（
国
道
一
号
線
）
か

所
｀
㈹
刷

難呪
－

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

交
通
安
仝
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

騒
音
や
悪
臭
な
ど
公
害
の
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

◇
…
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
に
。
建
設
省
お
よ
び
日
本
道
路
公
団
か
ら
京
滋
バ
イ
パ
ス
の
ル
ー
ト
か
発
表
さ
れ
て
以
来
、
…
◇

◇
…
同
バ
イ
パ
ス
の
建
設
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
強
い
関
心
の
的
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
宇
治
市
で
は
、
同
…
◇

◇
…
バ
イ
パ
ス
の
建
設
か
、
沿
道
の
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
環
境
や
自
然
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
…
◇

◇
・
・
・
か
等
、
環
境
影
響
評
価
を
実
施
す
る
た
め
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
対
策
協
議
会
を
設
置
。
さ
る
十
月
七
日
、
・
第
一
回
…
◇

◇
…
の
協
議
会
が
開
か
れ
、
渡
辺
博
市
長
か
ら
別
記
の
と
お
り
諮
問
し
ま
し
た
。

広
い
分
野
に
わ
た
り
総
合
判
断

皿｀四″ｉ／イ″四四１第

京
雌
バ
イ
パ
ス
の
ル
ー
ト
が
い
わ
ゆ

る
城
川
ル
ー
ト
に
発
表
さ
れ
て
以
来
、

・
：
◇

一
環
境
影
響
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

一
り
、
「
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
対
策
協
議

近
年
の
急
激
な
交
通
需
要
の
増
加

に
よ
り
国
道
一
号
線
、
名
神
高
速
道

路
の
交
通
量
と
今
後
の
交
通
惜
勢
の

推
移
を
み
る
と
き
、
京
阪
神
都
市
間

の
広
域
幹
線
道
路
網
と
し
て
の
京
滋

バ
イ
パ
ス
整
備
の
必
要
性
、
あ
る
い

は
自
動
軍
交
通
の
た
め
の
み
の
も
の

で
は
な
く
、
充
分
な
環
塊
保
全
対
策

を
講
じ
て
周
辺
Ｍ
境
に
調
和
し
た
道

路
を
建
設
す
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た

そ
れ
が
通
過
地
域
の
儀
牲
を
伴
な
う

も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

会
設
ほ
要
綱
」
を
設
け
て
、
協
議
会
を

発
足
さ
せ
た
も
の
で
す
。

こ
の
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
下
の
表

の
と
お
り
で
、
大
気
汚
染
、
騒
音
、
森

市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
立
場
で
実
施

0
-
宇
治
市
が
主
体
と
な
っ
て
、
京
:
§
■
ハ
蔵
と
、
渡
辺
市
長
が
、
一

イ
パ
ヌ
の
及
ぽ
す
環
境
影
響
評
価
を
実

一

［
モ
ー
タ
ジ
ゼ
ー
ジ
’
ン
の
進
旦

施
す
る
べ
き
互
る
と
の
意
見
が
出
さ
・
と
宇
治
市
の
立
地
条
件
な
ど
か
ら
、
］

れ
て
い
ま
し
た
。
広
域
幹
線
道
路
が
宇
治
市
を
通
過
す
、

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
、
京
都
府
と
も
１
１

い
ろ
い
ろ
と
協
議
を
爾
一
ね
、
宇
治
市
が

主
体
と
な
っ
て
、
予
定
ル
ー
ト
周
辺
の

一一

引
剖
引
別
９
副
司
一
μ

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
Ｍ
本
的

場
に
立
っ
て
、
本
贅
備
計
脚
に

う
影
響
奮
屁
科
学
的
、
社
会
科
学

的
に
事
前
評
価
を
い
た
し
た

ル

ー

の
た
ぴ
の
京
滋
バ
イ
パ
ス
整
備
計
画

―
‐
‐
・

・
－
１
－

▽
庄
司
光
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
環
境
衛
生
学
）

▽
四
手
井
綱
英
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
森
林
生
態
学
）

▽
池
田
有
光
（
京
都
大
学
助
教
授
・
衛
生
設
備
学
＝
大
気

汚
染
）

▽
杉
山

▽
高
木

信
三
興
一

▽
中
島
暢
太
郎

▽
永
田
久
紀

▽
舟
場
正
富

▽
安
本
典
夫

▽
湯
川
利
和

▽
石
井
常
夫

▽
迫
田
吉
之
助

▽
永
井
重
光

環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て
の
諮
問
（
全
文
）

ら
京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
（
枚
方

バ
イ
パ
ス
）
ま
で
の
延
長
約
二
十
八

・
二
μ
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
り
、

こ
の
主
妥
な
経
過
地
は
草
津
市
、
大

津
市
、
宇
治
市
及
ぴ
久
御
山
町
と
な

っ
て
い
ま
す
。

は
本
市
の
立
地
条
件
か
ら
み
て
広
城

幹
線
道
路
の
本
市
の
通
過
は
避
け
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
本
市

の
行
政
と
し
て
詔
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
交
通
網
の
整
備

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
般
、
建
殷
省
、
日
本
道
路
公
団

が
提
示
の
京
滋
バ
イ
パ
ス
整
備
計
画

に
つ
い
て
も
、
沿
道
地
域
住
民
の
生

活
環
％
’
m
環
境
等
が
少
な
か
ら

ず
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

に
伴
な
う
環
境
影
響

並
ぴ
に
環
境
対
策
に

関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
貴
協
議
会
に
諮
問
を
い
た
し
ま

す
。昭

和
五
十
一
年
十
月
七
日

京
滋
バ
イ
パ
ス

環
境
対
策
協
踊
会
長
殿

宇
治
市
長
咳
辺
博

（
近
畿
大
学
教
授
・
文
化
財
）

（
京
都
大
学
助
教
授
・
環
境
衛
生
学
＝
騒

音
）

（
京
都
大
学
教
授
・
災
害
気
象
学
＝
大
気
拡

散
）

（
府
立
医
科
大
学
教
授
・
衛
生
学
）

（
広
島
大
学
助
教
授
・
経
済
学
）

（
立
命
館
大
学
助
教
授
・
行
政
学
）

（
奈
良
女
子
大
学
教
授
・
都
市
交
通
）

（
京
都
府
衛
生
部
公
害
対
策
室
長
）

（
府
衛
生
公
害
研
究
所
大
気
課
長
）

（
府
土
木
建
築
部
道
路
課
長
）

７
岸
田
英
夫
（
府
宇
治
保
健
所
長
）

▽
山
田
雄
績
（
府
宇
治
土
木
工
営
所
長
）

▽
高
倉
友
次
（
宇
治
市
助
役
）

▽
宮
本
崇
（
市
市
民
経
済
部
長
）

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
道
路
の
た
め
に
、
地
域
住

民
の
み
な
さ
ん
の
琲
牲
が
あ
っ
て
は

な
ら
ず
、
環
境
保
全
対
策
、
安
全
対

策
を
十
分
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守
る

と
い
う
立
場
で
、
宇
治
市
が
主
体
と

な
っ
て
環
境
影
響
評
価
を
す
る
こ
と

－
一

一

に
な
り
ま
し
た
。
自
然
科
学
″
社
会

科
学
の
両
面
か
ら
十
分
な
評
価
を
お

ね
が
い
い
た
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
｀

住
民
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
得
る
基
礎

誉
教
授
、
会
長
職
務
代
理
に
四
手
弁
綱

英
京
大
名
誉
教
授
が
互
選
さ
れ
、
庄
司

会
長
が「

環
境
影
響
評
価
は
、
単
に
宇
治

市
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
に
重
要
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
広
い

視
野
に
立
っ
て
の
環
境
影
響
評
価
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
総
合
的
な
環
境

評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
住
民
の
意

見
を
十
分
尊
重
Ｊ
’
住
民
の
ｎ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
る
基
礎
と
し
た
い
」

Ａ
Ｍ
ｒ
後
の
取
り
組
み
の
方
向
を
披
露
し

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
渡
辺
市
長
か
ら
庄
司
会

長
に
諮
問
し
、
さ
っ
そ
く
、
こ
れ
ま
で

議
に
必
要
な
資
料
に
つ
い

ま
し
た
。中

間
案
を
議
会

や
市
民
に
提
示

協
議
会
の
中
で
調
整
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
協
議
会
の
委
員
の
任
期
は
一

年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

京
滋
バ
イ
パ
ス
の
概
要

本
道
路
公
団
が
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
Ｉ
れ
る
ま
で
の
間
約
十
八
・
四
μ
は
、
日

月
二
十
四
日
付
で
、
近
畿
圏
整
備
計
瞑
本
直
路
公
団
が
有
料
の
ら
動
車
専
川
這

の
一
環
と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
、
国
が
と
し
て
施
Ｑ
さ
ら
に
国
道
二
十
四

・
這
一
号
線
（
饗
ト
京
ｓ
間
）
の
パ
イ
々
緊
ら
枚
方
バ
イ
ク
に
接
響
６

一
バ
ス
と
し
ｒ
計
画
さ
れ
た
道
路
穿
。
ま
ｒ
の
区
間
は
一
般
国
道
と
し
迄
設

〔
市
議
会
の
三
原
則
〕

昭
和
四
十
五
年
、
市
議
会
が
京
滋
バ

イ
パ
ス
に
つ
い
て
意
見
書
を
採
択
し
、

関
係
機
関
に
送
付
し
た
三
つ
の
条
件
で

こ
彫
副
ぶ
剛
副
多
気
郭
動
割
引
Ｕ
つ
ｙ
勺
‥

町
の
国
道
一
号
線
か
ら
、
大
津
市
、
宇
す
。

治
市
を
経
て
久
御
山
町
の
枚
方
バ
イ
ガ
道
路
は
上
り
二
車
線
、
下
り
二
軍
岬

ス
ま
で
の
総
延
長
約
二
八
・
四
μ
と
な
の
合
計
四
車
線
で
、
殷
計
速
度
は
時
芦

っ
て
い
ま
す
。
八
〇
μ
。
］

こ
の
う
ち
、
草
津
市
か
ら
大
津
市
瀬
笠
取
地
域
を
ト
ン
ネ
ル
あ
る
い
は
磐

田
大
江
町
ま
で
の
延
長
約
五
・
七
ａ
は
梁
を
玉
体
に
通
過
。
菟
道
地
区
を
半
礁

建
殷
省
の
直
轄
工
事
区
間
で
、
一
股
国
下
方
式
で
通
っ
た
あ
と
宇
治
川
を
Ｍ
架

道
と
し
て
開
設
。
瀬
田
大
江
町
の
名
神
で
ま
た
ぎ
、
槙
島
地
区
は
高
架
稗
造
と

①
住
宅
地
を
通
過
し
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と

②
大
気
汚
染
・
騒
音
な
ど
の
規
制
基

通
過
し
な
い
よ
う
計
画
さ
れ
る
こ

と

②
自
動
軍
の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気

汚
染
・
騒
音
な
ど
は
、
少
く
と
も

環
境
基
準
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず

る
基
準
値
を
こ
え
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と

③
バ
イ
パ
ス
は
有
料
道
路
と
し
て
で

は
な
く
一
般
道
路
と
し
て
計
画
さ

れ
、
と
く
に
山
岳
部
、
笠
取
地
区

方
面
の
地
域
開
発
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と

④
バ
イ
パ
ス
の
ル
ー
ト
決
定
に
あ
た

り
本
市
と
事
前
に
協
議
さ
れ
る
こ

と

選
寸
お
帥

喝
～
万

Ｌ
ｖ
せ
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作
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い
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四
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ス
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市
で
は
、
九
月
の
定
例
市
議
会
に
昭
和
五
十
年
度
の
決

算
案
を
提
出
。
い
ま
、
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
審

議
か
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
五
十
年
度
の
決
算
奢
に
よ
る

と
、
一
般
会
計
で
は
、
お
よ
そ
六
億
三
千
万
円
の
実
質
赤

字
が
出
て
お
り
、
財
政
危
機
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
し
よ
・
つ
Ｏ

一
時
は
再
建
団
体

転
落
の
危
機
も

厳
し
さ
増
す
財
政
危
機

昭和50年度会計別決算収支の状況調（単位：円）

一
般
会
計
で
約
六
億
三
千
万
円
の
赤
字

度
々
四
万
匹
ｍ
ｏ
ｓ
ａ
一

年
７
３

単
収

Ｊ
。

心
節
天
万
万
よ
。
。
四

″
Ｊ
Ｊ
Ｊ
一

匹
躯

『
ｙ

０
０
０
０
０
０

万

鉾
Ｅ
一
ｌ
。
。

″
。
一
一
一
四
万
万
ｏ
ｙ
。
ｍ

器
皿
。
１
『
Ｊ
一

５
t
ｗ
t
ｒ
Ｓ
d
o
ｒ
o
C
O
≫
^
^
&
>
ｒ
ｏ

総
’
・
”
”
”

″

4
5
1
3

1
1
1
7
1
1
1
c
＞
４
*
―
ｒ
^

｝
Ｉ
－
／

ｓ
四
万
価
万
断
ｍ
一
Ｅ
ｍ

総
・
・
”
”
”

一
一
一
｀
’
Ｔ
．
。
。
１
。
。
１
一
’
一

-
(
―
険
済
済
道
付
付
業

分
官
報
共
共
μ
順
順
企

区

皆
四
‥
‥
一
二
お

会
一
【
特
別
会
計
】

治
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
五
十
年
度
で
は
、
経
m
m

の
低
迷
忿
険
し
て
、
歳
入
の
ほ
と

ん
ど
を
占
め
る
市
税
収
入
が
法
人
税

を
中
心
に
落
ち
込
み
、
さ
ら
に
、
地

方
交
付
税
率
の
す
え
お
き
や
地
方
債

の
制
限
な
ど
、
国
の
政
策
に
よ
っ
て

深
刻
な
財
政
危
機
に
陥
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
六
月
時
点
で
は
約

十
二
億
八
千
万
円
に
の
ぽ
る
大
き
な

赤
字
か
見
込
ま
れ
、
財
政
再
建
団
体

に
転
落
す
る
の
で
は
な
い
か
い
″
予
想

さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

″作るχにら`Ｊ｀らか瞰５

昭和50年度
の決算案

二
次
に
わ
た
る

財
政
対
策

た
「
財
政
対
策
」
を
た
て
、
国
に
対

し
て
地
方
交
付
税
率
の
引
き
上
げ
や

地
方
債
の
制
限
緩
和
、
超
過
負
担
の

解
消
な
ど
を
強
力
に
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
予
算
の
執
行
留
保
や
徹
底

し
た
節
減
な
ど
の
内
部
努
力
を
か
さ

ね
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
努
力
に
も
か

教
育
委
員
に

森
龍
吉
さ
ん
、
宮
城
宏
さ
ん

宇
治
市
教
育
委
員
に
、
森
龍
吉
さ
ん

と
宮
城
宏
さ
ん
が
再
ぴ
任
命
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
両
委
員
の
任
期
が
十
月
三
十

゛森

一
日
に
満
了
す
る
た
め
で
、
’
后
九
月

三
十
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
九
月
定
例

会
で
同
意
を
得
た
も
の
で
す
。

森
龍
吉
さ
ん
は
、
小
倉
町
新
田
島
一

～
扉
払
ニ
Ｈ
Ｈ

素
ｙ

’
い
で
、
現
在

鱗
詣
ｙ
。
m
城
咆
谷
大
学
歓

四
皿
禰
’

が

害

ん
は
、
宇
治
蓮
華
二

ま
い
で
、
現
在
里
里
♀
大
学
教
授
。

自
治
功
労
者
に
は

北
村
庄
嗣
さ
ん

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

か
わ
ら
ず
、
市
税
収
入
の
一
層
の
落

ち
こ
み
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
十
月
時

点
で
は
、
約
九
億
円
の
赤
字
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
市
で
は
、
さ
ら
に
「
第
二
次
財

政
対
策
」
を
た
て
、
職
員
定
歎
の
削

減
や
人
件
費
の
削
減
に
努
力
す
る
ほ

か
、
市
民
と
と
も
に
国
へ
の
働
き
か

け
を
つ
よ
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
赤
宇
を
当
初
の
目
標

に
近
い
約
六
億
三
千
万
円
に
と
ど
め

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
す
。

5
1
年
度
も
厳
し

い
財
政
見
通
し

中
心
と
し
た
税
収
の
大
幅
な
好
転
が

見
込
め
な
い
ば
か
り
か
、
国
税
三
税

の
落
ち
こ
み
に
よ
り
、
地
方
交
付
税

の
増
額
も
ほ
と
ん
Ｉ
助
待
で
き
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
市
の
各
種
Ｍ
金
も
す

で
に
昨
年
度
ま
で
に
右
り
ぐ
ず
し
て

い
ま
す
。

一
方
、
歳
出
面
に
お
い
て
は
、
イ

ン
フ
レ
と
物
価
高
に
よ
り
、
行
政
経

費
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
公
債
費
（
長
期
の
借
金
）
の
返

済
も
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
、
五
十
一
年
度
の
財
政

運
営
は
、
ま
す
ま
す
猷
し
さ
そ
増
し

て
お
り
、
財
隨
丹
建
団
体
へ
転
落
す

る
危
機
は
依
然
と
し
て
去
っ
て
は
い

ま
せ
ん
。

国
に
制
度
改
善
を
要
望

宇
治
市
で
は
、
今
後
、
財
政
危
機

を
打
開
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
春

ら
し
を
守
る
た
め
、
国
に
対
し
て
、

地
方
交
付
税
の
大
幅
な
引
き
上
げ
や

超
過
負
担
の
完
全
解
消
な
ど
、
財
政

自
主
権
の
確
立
に
向
け
て
、
国
の
制

度
や
政
策
の
転
換
を
は
か
る
た
め
、

全
国
革
新
市
長
会
な
ど
を
つ
う
じ
て

最
近
の
決
算
の
推
移
と
赤
字
原
因

近年の決算の推移

｀

闇
闇
実
賢
弘
支
″

【
‐
目
‥
】
単
年
’
‘
収
支
Ｉ

タ

’
¢
！ダ

ｇ７タ

Ｉノ
０
．

ｇ
’
ｓｊｇ

簿
Ｉ
佩
億

Ｈ
／
（
黒
字
）
（
亦
字
）
／
ｊ
ｊ
ｇ
ｊ
ぶ

そ
れ
で
は
、
宇
治
市
に
お
け
る
最

近
の
決
算
の
推
m
み
て
み
ま
し
ょ

う
。宇

治
市
で
は
、
昭
和
三
十
五
年
か

ら
四
十
四
年
ま
で
ず
っ
と
黒
字
の
収

支
を
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
が
、
人
口

急
増
に
″
石
な
う
行
政
需
要
の
増
大

の
た
め
、
四
十
五
年
度
で
は
、
約
二

億
二
千
万
円
の
赤
字
が
生
ま
れ
ま
し

た
。し
か
し
、
そ
の
後
、
年
々
、
赤
字

の
解
消
に
つ
と
め
、
四
十
八
年
度
で

は
約
一
億
四
千
万
円
の
単
年
度
黒
字

を
出
じ
、
累
積
赤
字
も
約
二
千
六
百

万
円
に
ま
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。と

こ
ろ
が
、
四
十
九
年
以
降
、
国

の
経
済
政
策
が
破
た
ん
し
、
地
方
行

財
政
制
度
の
か
か
え
る
矛
盾
ｉ
３
Ｈ
＜
≪

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、

①
三
割
自
治
と
い
わ
れ
る
中
央
統
制

に
よ
る
財
政
制
度
の
た
め
、
国
の

政
策
の
破
た
ん
が
、
地
方
財
政
に

直
ち
に
は
ね
か
え
っ
て
き
た
こ
と

②
高
度
成
長
政
策
が
生
み
出
し
た
イ

ン
フ
レ
″
ホ
況
に
よ
り
、
学
校
・

保
育
所
建
設
の
経
費
が
高
騰
し
、

強
ぐ
働
き
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
、
市
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
、
機
構
改
革
を
は
じ
め
、
行
財

政
全
股
に
わ
た
る
洗
い
直
し
を
す
す

め
、
民
主
的
で
効
率
的
な
行
政
を
確

立
す
る
た
め
の
努
力
を
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

経
常
経
費
も
増
大
す
る
反
面
、
税

収
が
大
き
ぐ
落
ち
こ
み
、
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
た
こ
と

や
、
国
民
健
康
保
険
、
年
金
な
ど

国
か
ら
の
機
関
委
任
事
務
に
つ
い

て
、
大
き
な
超
過
負
担
が
あ
っ
た

こ
と

④
人
口
急
増
に
と
も
な
い
、
財
政
負

担
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く

る
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

四
十
九
年
度
で
は
約
二
億
三
千
万

円
、の

単
年
度
赤
字
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
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一
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増
え
る
水
質
・
騒
音
苦
情

5
0
年
度
の
「
公
害
の
現
況
」
か
ら

宇
治
市
で
は
、
市
民
の
健
康
と
快
適
な
暮
ら
し
を
守
り
、
緑
豊
か
な
住
み
た
い
。
住
ん
で
よ

か
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
水
質
汚
濁
や
大
気
汚
染
、
騒
音
・
振
動
な
ど

公
害
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
調
査
測
定
を
行
っ
て
き
ま
し
た
か
、
こ
の
ほ
ど
昭
和
五
十
年
度
の

「
公
害
の
現
況
」
か
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

公
害
苦
情

ま
ず
、
昭
和
五
十
年
度
に
宇
治
市
に

寄
せ
ら
れ
た
公
害
の
苦
情
は
六
十
八
件

で
、
四
十
九
年
度
に
比
べ
る
と
十
七
件

増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
内
訳
別
に
み
ま
す
と
、
水
質

汚
濁
の
苦
情
が
二
十
六
件
と
最
も
多
く

次
い
で
騒
音
の
二
十
三
件
、
悪
臭
の
十

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
月
別
に
み
ま
す
と
、
七
月
が

十
二
件
と
多
く
、
十
月
・
四
月
の
十
一

件
、
八
月
の
九
件
と
続
い
て
い
ま
す
。

五
十
年
度
の
公
害
苦
情
で
特
に
目
立

一Ｊえ一″

つ
て
い
る
の
は
、
水
質
と
騒
音
の
苦
情

が
増
え
て
い
る
こ
と
で
、
な
か
で
も
水

質
苦
情
二
十
六
件
の
う
ち
油
流
出
事
故

が
十
三
件
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
騒

騒
音
が
問
題
に
な
っ
た
の
に
引
き
続
い

て
、
五
十
年
度
に
は
、
京
阪
電
鉄
に
つ

い
て
も
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
質
汚
濁

宇
治
川
の
水
質
汚
濁
状
況
は
、
こ
こ

数
年
間
ほ
ぽ
横
ば
い
の
状
態
で
す
。
し

か
し
、
大
峰
橋
、
宇
治
橋
付
近
で
は
Ｂ

Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
の

年
間
平
均
値
が
前
年
よ
り
や
や
上
回
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
隠
元
橋
や
観
月
橋

御
幸
橋
の
付
近
で
は
、
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
に
つ
い
て
は
、
調
査
し

た
六
地
点
と
も
す
べ
て
定
Ｍ
限
界
以
下

で
、
底
質
に
つ
い
て
も
六
地
点
中
二
地

点
で
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
底
質
の
暫

定
Ｍ
準
の
Ｉ
〇
Ｐ
Ｐ
Ｍ
を
大
き
く
下
ま

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

⑤

〔
質
問
〕
結

婚
を
す
る
た
め
に

は
、
役
所
に
ど
ん

な
手
続
き
を
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

〔
答
〕
ご
承

知
の
よ
う
に
、
結

婚
式
を
あ
げ
る
だ

け
で
は
、
婚
姻
は

成
立
し
ま
せ
ん
。

婚
姻
届
を
市
区
町
村
の
役
所
に
届
出

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
法
的

に
も
婚
姻
が
成
立
し
た
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

次
に
、
市
内
の
申
小
河
川
や
農
業
用

水
路
で
は
、
十
七
河
川
の
う
ち
十
一
河

川
が
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
一
〇
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
上
で
、

前
年
に
比
べ
て
ほ
ぽ
横
ば
い
の
状
態
。

ま
た
、
洗
剤
に
よ
る
汚
濁
状
況
を
調

べ
る
Ａ
Ｂ
Ｓ
（
洗
剤
の
主
嬰
成
分
）
に

つ
い
て
は
、
十
七
河
川
の
う
ち
十
一
河

川
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
、
前
年
度

の
六
河
川
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

大
気
汚
染

宇
治
市
の
大
気
の
状
況
は
、
京
都
府

下
で
は
京
都
市
奴
、
乙
訓
地
域
と
な
ら

ん
で
汚
染
の
程
度
が
相
対
的
に
高
い
と

婚
姻
届
に
必
要
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

Ｈ
婚
姻
届
用
紙
・
：
用
紙
は
役
所
に
あ

り
ま
す
が
、
証
人
（
成
年
者
）
二

名
の
署
名
と
な
つ
印
が
必
要
で
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
取
り
に
き
て

『
印
鑑
・
・
・
夫
婦
（
一
方
は
旧
姓
）
の

印
鑑
が
い
り
ま
す
。

凶
戸
籍
抄
本
・
・
・
届
出
地
の
市
区
町
村

に
本
籍
が
な
い
場
合
は
、
二
通
必

要
で
す
。
届
出
地
に
本
籍
が
あ
れ

ぱ
、
戸
籍
抄
本
は
必
要
あ
り
ま
せ

婚
姻
に
必
要
な
手
続

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
提
出
す
る
枚
数
は
、
届
出

地
に
本
籍
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
窓
口
で

く
わ
し
く
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

い
え
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
汚
染
物
質
別

の
大
気
汚
染
状
況
を
み
る
と
、
イ
オ
ウ

酸
化
物
は
前
年
度
に
比
べ
て
酉
干
上
回

っ
て
い
ま
す
が
、
環
境
基
準
は
達
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
窒
素
酸
化
物

は
年
々
減
っ
て
き
て
い
る
傾
向
受
心
し

て
い
る
も
の
の
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
と

同
様
、
基
準
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
降
下
ぱ
い
じ
ん
量
は
、
年
々

低
下
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

光
化
学
反
応
に
よ
る
大
気
汚
染
に
つ

い
て
は
、
五
十
年
度
は
前
年
度
よ
り
１

ヵ
月
遅
い
六
月
二
日
に
は
じ
め
て
光
化

学
ス
モ
″
グ
注
意
報
が
発
令
さ
れ
、
注

べ

岡
同
意
書
・
・
・
二
十
歳
未
満
の
人
が
婚

姻
す
る
に
は
両
親
の
同
意
書
（
用

紙
は
役
所
に
あ
り
ま
す
）
が
必
要

で
す
。

意
報
の
発
令
回
数
も
前
年
度
の
十
四
回

に
対
し
六
回
と
い
う
よ
う
に
減
つ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度

の
測
定
結
果
で
は
、
昼
間
の
一
時
間
平

均
値
が
○
・
Ｏ
六
Ｐ
Ｐ
Ｍ
を
こ
え
る
高

濃
度
の
時
間
の
割
合
は
増
加
し
て
い
ま

す
。

騒
音

環
境
騒
音
に
つ
い
て
は
、
用
途
指
定

地
域
別
に
三
十
地
点
の
測
定
場
所
を
選

ぴ
、
連
続
二
十
四
時
間
の
騒
音
測
定
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
か
り
に
環

境
基
準
と
比
較
す
る
と
、
朝
夕
と
夜
間

婚
姻
届
は
、
夫
、
ま
た
は
妻
に
な

る
人
の
本
籍
地
か
所
在
地
で
届
け
て

く
だ
さ
い
。
窓
口
の
係
員
が
書
類
の

不
明
な
と
こ
ろ
を
お
た
ず
ね
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
ご

夫
婦
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
場
合
は
婚
姻
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

哨
男
十
八
歳
未
満
、
女
十
六
歳
未
屑

の
人

回
配
偶
者
の
あ
る
人

０
女
の
人
で
離
婚
後
、
ま
た
は
夫
の

死
後
六
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
な
い

場
合

凶
一
一
定
の
近
親
者
間
で
あ
る
場
合

は
基
準
値
を
若
干
上
回
っ
て
い
ま
す
が

全
体
と
し
て
は
良
好
で
し
た
。

自
動
車
騒
音
で
は
、
総
理
府
令
で
定

め
る
限
度
値
と
比
べ
る
と
国
道
2
4
号
線

沿
い
の
住
居
地
颯
で
は
、
夕
方
と
夜
間

が
限
度
値
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
他
の
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
限
度

値
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
府
道
京
都
・
宇
治
線
、
市
道

宇
治
橋
・
大
川
原
線
で
は
す
べ
て
の
時

間
帯
で
限
度
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

鉄
道
騒
音
で
は
、
市
内
を
走
っ
て
い

る
国
鉄
・
京
阪
・
近
鉄
に
つ
い
て
測
定

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
最
高
値
平
均

は
国
鉄
八
十
九
ホ
ン
、
京
阪
九
十
七
ホ

ン
、
近
鉄
九
十
八
ホ
ン
で
、
新
幹
線
騒

音
環
境
Ｍ
準
と
か
り
に
比
較
す
る
と
、

三
鉄
道
す
べ
て
が
基
準
を
上
回
っ
て
い

ま
し
た
。

◇
◇

宇
治
市
公
害
交
通
対
策
課
で
は
、
こ

れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
京

都
府
公
害
防
止
条
例
や
、
そ
の
ほ
か
の

公
害
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
企
菜
と
公

害
防
止
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、
住
民
生
活

優
先
、
予
防
、
公
開
を
原
則
と
し
て
、

公
害
防
止
対
策
を
い
っ
そ
う
強
力
に
推

し
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

0
０
Ｃ
Ｍ
４

⑩

市
域
北
東
部
の

笠
取
地
域
は
人
口

流
出
に
よ
っ
て
社

会
生
活
が
維
持
で

き
な
い
と
い
う
、

平
坦
部
と
対
照
的

な
過
疎
に
な
っ
て

い
ま
す
。
昭
和
四

十
五
年
の
慶
林
業

調
査
で
は
、
農
家

七
十
二
戸
の
う
ち

第
二
種
兼
業
農
家

が
四
十
六
戸
も
あ

り
、
農
業
収
入
だ
け
で
生
活
す
る
の

が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
都
市
部
と
の
牛
居
様
式

に
格
差
が
あ
る
た
め
、
後
継
者
が
今

後
と
も
住
み
つ
づ
け
て
い
く
こ
と
に

た
め
ら
い
が
み
ら
れ
、
土
地
を
売
っ

て
平
坦
部
に
出
た
い
と
い
う
腿
一
家
や

勤
労
者
な
ど
が
あ
る
も
の
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

一
方
こ
の
地
域
は
、
ゆ
た
か
な
生

活
を
開
発
に
期
待
し
た
地
颯
住
民
の

強
い
要
望
に
よ
り
、
無
指
定
地
颯
に

な
っ
て
い
る
た
め
に
、
強
力
な
施
策

が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
乱
開
発
に
よ
る

自
然
環
境
の
破
談
、
地
颯
住
民
の
生

活
破
談
な
ど
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。こ

れ
に
対
し
て
、
市
に
は
「
笠
取

地
颯
振
興
調
整
会
議
」
が
、
地
域
に

は
「
笠
取
振
興
連
絡
協
議
会
」
が
そ

れ
ぞ
れ
組
織
さ
れ
、
互
い
に
連
絡
を

と
り
な
が
ら
地
域
の
問
題
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
圃
積
の
半
分

以
上
が
法
人
や
市
外
居
住
者
な
ど
の

不
在
地
主
に
所
有
さ
れ
、
十
分
な
機

能
を
果
た
せ
て
い
な
い
の
が
実
状
で

す
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
笠
取
地
ａ
の

発
展
の
た
め
に
は
’
m
ｘ
盤
の
確

立
を
め
ぎ
し
た
牛
居
環
境
の
整
備
と

と
も
に
、
地
場
産
業
の
育
成
を
は
か

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

振
興
す
る
。
ま
た
、
良
好
な
自
然

環
m
特
産
物
を
生
か
し
て
m

過
疎
対
策
＜
１
＞

平
坦
部
と
の
有
機
的
な
紬
ぴ
つ
き
を

深
め
る
た
め
の
交
通
体
系
の
整
備
な

ど
も
ｗ
本
的
な
課
題
に
な
っ
て
き
ま

す
。
総
合
叶
画
で
は
次
の
施
策
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

Λ
土
地
利
用
対
策
Ｖ

Ｈ
開
発
に
よ
る
目
然
破
Ｍ
Ｏ
-
災
害
の

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
基
一
ぷ
的
に
は

市
街
化
m
m
へ
の
編
入
を
検

討
す
る
。
暫
定
措
置
と
し
て
地
域

住
民
の
意
回
に
基
づ
く
規
制
を
行

い
、
森
林
法
を
最
大
限
に
混
川
し

な
が
ら
良
好
な
自
然
環
境
を
保
全

す
る
。

Ｅ
主
な
i
ｒ
ｔ
i
ｓ
ｓ
i
a
で
あ
る
農
林
業
を

公
１
０
.
林
間
学
合
、
青
少
年
山
の

家
な
ど
の
別
設
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
休
暇
村
や
伝
統
産
茉
村
な

ど
の
構
想
を
た
て
て
地
域
指
定
を

行
う
。

匂
開
発
に
は
直
路
や
河
川
の
整
備
、

防
災
対
策
を
条
件
と
し
、
開
発
行

為
に
対
す
る
規
制
に
つ
と
め
る
。

Λ
産
業
対
策
Ｖ

Ｈ
伝
統
に
つ
ち
か
わ
れ
た
笠
取
茶
を

守
り
、
発
展
さ
せ
る
。

圖
植
林
事
業
の
m
的
な
推
進
に
よ

る
経
済
林
へ
の
樹
稽
転
換
を
は
か

り
、
林
業
経
営
塞
盤
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
換
金
化
の
早
い
林
業

施
し
、
ま
た
、
開
発
に
つ
い
て
も

流
末
河
川
ま
で
の
整
備
を
原
則
と

し
、
自
然
と
調
和
さ
せ
る
よ
う
厳

し
く
規
制
す
る
。
ま
た
、
森
林
法

や
砂
防
法
な
ど
の
法
規
制
の
活
用

を
は
か
る
と
と
も
に
、
初
期
消
火

を
重
点
に
し
た
地
域
防
災
体
制
を

確
立
、
強
化
す
る
。

匈
農
林
業
世
帯
の
減
少
に
と
も
な
い

ゴ
Ｓ
％
一
し
尿
を
自
家
処
理
で
き
な

い
家
庭
が
ふ
え
て
い
る
こ
と
を
考

慮
し
て
、
し
尿
・
ゴ
ミ
収
集
の
充

実
を
は
か
る
。

ま
た
、
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、

平
坦
部
に
お
け
る
事
業
系
廃
棄
物

処
分
の
指
導
、
規
制
の
強
化
、
処

理
体
制
の
確
立
を
府
に
要
請
す
る

と
と
も
に
、
市
民
意
識
の
向
上
を

め
ざ
す
美
化
運
動
の
推
進
や
監
視

の
強
化
に
つ
と
め
る
。
さ
ら
に
、

山
林
所
有
者
や
休
耕
田
、
荒
廃
田

所
有
者
に
草
刈
り
な
ど
の
整
備
を

要
請
す
る
。

経
営
を
促
進
す
る
。

匈
椎
茸
栽
培
を
積
極
的
に
推
進
し
、

地
域
の
特
産
物
と
し
て
の
販
売
ル

ー
ト
の
確
立
を
は
か
り
、
あ
わ
せ

て
市
内
消
費
を
推
進
す
る
。

囚
抑
制
そ
菜
、
花
木
栽
培
な
ど
、
地

区
の
特
性
を
生
か
し
た
農
産
物
の

生
産
を
推
進
す
る
。

陶
炭
山
地
区
の
伝
統
産
業
村
化
を
促

進
し
、
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用

生
活
基
盤
の
確
立
を
め
ざ
し
て

を
は
か
る
と
と
も
に
、
市
民
と
の

交
流
・
協
調
の
場
を
設
り
る
。

Λ
生
活
道
路
対
策
Ｖ

Ｈ
笠
取
地
域
と
平
坦
部
を
結
ぶ
主
要

道
路
の
整
備
を
促
進
し
、
市
内
中

心
部
か
ら
各
地
区
を
す
べ
て
三
十

分
圏
内
で
結
ぶ
。

圖
笠
取
地
域
か
ら
京
都
市
、
大
津
市

へ
の
ａ
ｓ
の
新
殷
、
既
設
道
路
の

整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
関
係
機

関
に
要
請
し
て
い
く
。

呻
道
路
実
態
調
査
に
基
づ
き
、
カ
ー

プ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど

を
危
険
箇
所
に
設
置
す
る
。

圖
笠
取
地
域
内
の
木
橋
を
永
久
橋
に

架
け
か
え
る
。

Λ
主
な
生
活
環
境
対
策
Ｖ

Ｈ
過
疎
地
に
お
け
る
通
信
情
報
手
段

の
確
立
へ
向
け
て
、
電
話
や
郵
便

の
平
坦
部
と
の
格
差
を
な
く
し
、

テ
レ
ビ
雖
視
聴
地
区
の
解
消
を
は

か
る
。

Ｅ
生
活
用
水
の
実
態
調
査
・
水
質
検

査
・
水
脈
調
査
を
実
施
し
、
集
中

給
水
装
置
な
ど
、
各
地
区
に
応
じ

た
牛
活
用
水
確
保
に
つ
と
め
る
。

な
お
、
河
川
の
水
質
保
全
に
つ
い

て
は
、
行
政
を
中
心
と
し
た
関
係

者
に
よ
る
協
議
会
な
ど
の
話
し
合
’

い
の
場
を
殴
置
し
、
監
視
体
制
を

強
化
す
る
。

同
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

立
場
か
ら
、
白
I
然
災
害
の
防
止
に

つ
い
て
は
充
分
な
防
災
工
事
を
実
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やめてください迷惑駐車
10月21日から市民運動

あ
る
町
の
夜
の
で
き
ご
と
で
す
。
火

災
が
発
生
し
、
直
ち
に
消
防
車
が
出
動

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
場
付
近
は

道
路
が
狭
ぐ
、
そ
の
う
え
二
台
の
自
動

車
が
駐
車
し
て
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
消
防
軍
が
進
め
ず
、
洽
ぶ
ハ
活
助

が
手
間
ど
っ
て
、
死
傷
者
が
出
る
と
い

う
大
惨
事
を
ひ
き
超
こ
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ｊ

車
m
つ
て
い
る
人
は
、
駐
軍
場
所

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
訪
問
客
で
あ
っ
て

ま
た
、
他
人
の
家
の
玄
関
口
や
勝
手

口
の
前
、
路
側
帯
（
滋
路
に
引
が
れ
て

い
る
白
線
）
の
な
か
に
駐
車
す
る
こ
と

は
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
ぱ
か
り
で

な
V
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。
と
く
に
最
近
、
道
路
に
違
法
駐
軍

し
て
あ
っ
た
車
の
か
げ
か
ら
飛
ぴ
出
し

た
子
ど
も
が
事
故
に
会
う
と
い
う
ヶ
Ｉ

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

き
ょ
う
、
十
月
二
十
一
日
か
ら
「
迷

感
駐
軍
を
な
く
そ
う
市
民
運
動
」
が
始

ま
り
ま
す
。
這
路
に
自
動
車
や
自
転
軍

を
駐
軍
し
た
原
物
や
商
品
を
置
く
な

ど
、
通
行
の
じ
ゃ
ま
に
な
る
よ
う
な
こ

と
は
や
め
る
よ
う
市
民
み
ん
な
が
と
り

く
み
ま
し
ょ
う
。
’

市
職
員
を
募
集

保
母
・
学
校
調
理
職
員

宇
治
市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

▽
職
租
と
受
験
資
格

・
保
母
職
員
庄
昭
和
二
十
七
年
四
月
二

日
か
ら
三
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
女
子
で
、
有
資
格
者
か
五

十
二
年
三
月
卒
業
見
込
み
で
保
母
資

格
取
侵
兄
込
み
の
者
。
若
干
名
。

・
学
校
調
理
職
員
＝
昭
和
十
六
年
四
月

二
日
か
ら
三
十
四
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
女
子
。
若
干
名
。

▽
試
験
の
日
時
・
場
所

町
内
会
の

街
灯
料
金
を
補
助

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
。
町
内
会

や
自
治
会
が
管
理
す
る
街
灯
の
電
気
料

金
を
市
が
補
助
し
ま
す
。

補
助
す
る
額
は
、
自
治
会
の
区
域
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
街
灯
基
数
に
蛍
光

灯
二
〇
Ｗ
の
定
額
料
金
（
一
ヵ
月
分
）

を
掛
け
た
も
の
の
三
分
の
一
か
、
十
月

分
街
灯
電
気
料
金
の
三
分
の
一

ら
か
低
い
方
の
額
の
一
年
分
で
す
。

各
町
内
会
長
、
自
治
会
長
さ
ん
あ
て

に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
・
一
十

一
月
末
日
ま
で
に
、
市
役
所
都
市
整
備

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（

都
市
整
備
課
）

NHKで市のお知らせ

「ニュースワイド640」で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
十
月
か
ら
「
市
町
村
だ
よ
り
」
を

設
け
、
各
自
治
体
か
ら
の
l
M
-
Ｋ
を
放
送
し
て
い

ま
す
。
放
送
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ｃ
ｉ
Ｋ
ヤ
ン
ネ
ル
の
午
後
六
時
四

十
分
か
ら
の
『
i
M
-
Ｋ
Ｃ
ｎ
イ
ド
六
四
〇
』
で
行
わ

れ
、
宇
治
市
の
分
は
、
十
月
二
十
二
日
か
ら
隔
週
の

金
嘔
日
で
す
。

地
域
の
く
ら
し
に
結
ぴ
つ
い
た
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
ほ

か
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

◇
◇

ま
た
、
近
畿
放
送
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
＠
i
K
＊
－
ン
ネ
ル
）
で

は
、
毎
週
月
曜
日
の
午
後
六
時
二
十
分
か
ら
、
テ
レ

ビ
市
政
だ
よ
り
を
Ｗ
逡
し
て
い
ま
す
の
で
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
。

技
能
検
定

府
技
能
検
定
協
会
で
は
、
造
園
師
、

時
計
修
理
、
染
色
、
石
工
、
洋
・
和
｀

子
製
敢
な
ど
Ｉ

の
受
験
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
技
能
検
定
は
、
み
な
さ
ん
が
身

に
つ
け
た
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
っ

て
検
定
し
、
こ
れ
を
公
証
す
る
国
家
検

定
で
す
。
受
験
を
ご
希
望
の
方
は
、
十

一
月
四
日
（
木
）
ま
で
に
京
都
府
技
能

検
定
協
会
（
府
庁
内
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
社
会
労
政
課
）

市
税
の

出
張
徴
収

すで険危は用使に度一てし理無
時
の
し

同
つ
ま

を
１
い

具
・
使

器
す
を

気
で
具

電
．
険
器

の
・
危
の

ん
ち
台

さ
持
１

く
を
ら

た
熱
か

ｊ
Ｓ
ト

て
と
ン

つ
う
セ
Ｏ

使
使
ン
う

を
に
コ
よ

を
員
ま
ど

険
｀
職
い
な

危
ヽ
て
プ

の
回
し
ツ

災
１
を
夕

火
に
断
ル

気
年
診
ブ

電
２
料
一

・
て
無
テ

電
っ
の
ら

感
よ
線
か

ふ
に
配
『
ト

電
律
気
ン

漏
法
電
セ

゛
て
ン

は
に
し
コ

会
・
め
い
の

協
た
伺
つ

当
ぐ
ぉ
゜
１

防
が
す

無
に

難｀
１

るもま仝安のき’
ん
で

会協安保気電西関団人財法今

第
一
次
試
験
は
十
月
三
十
一
日
（
日

）
に
宇
治
中
学
校
で
行
い
ま
す
。
ま

た
、
第
二
次
試
験
は
十
一
月
十
二
日

に
行
い
ま
す
。

▽
採
用
合
格
し
ま
す
と
、
名
簿
に
登
録
さ
れ

職
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
に
採
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
i
l
l

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
最
近
六
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た

本
人
の
顔
写
耳
を
は
り
、
。
市
役
所
に

あ
る
申
込
書
を
添
え
て
、
十
月
二
十

八
日
ま
で
に
、
保
母
に
つ
’
い
て
は
職

員
課
、
学
校
調
理
員
に
つ
い
て
は
教

育
委
員
会
総
務
課
へ
・
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
。

（
職
員
課
）

家
庭
裁
判
所
で

家
事
相
談

円
満
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
そ

の
橋
渡
し
と
し
て
「
家
事
相
談
」
を
開

い
て
い
ま
す
。

開
殷
場
所
は
、
’
‥
京
都
家
庭
裁
判
所
（

京
都
市
左
京
区
下
鴨
宮
河
町
電
話
Ｏ

七
五
－
七
八
一
－
一
一
こ
一
番
）
で
、

土
・
日
・
祝
日
を
の
ぞ
く
毎
Ｒ
午
前

十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
行
っ
て
い
ま

す
。・

相
談
は
無
料
で
、
私
一
密
は
絶
対
に
守

ら
れ
ま
す
。
’

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
家
庭

問
題
相
談
を
毎
月
一
回
、
川
東
公
民
館

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

も
よ
お
し

M
ｔ
-
菜
館
分
Ｉ
の
戈
北
祭

ｆ
、
ｔ
■
■

盆
＆
の
各
分
館
で
は
、
・
地
颯
の
又

化
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
文
化

祭
を
開
き
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
の
書
道
や
生
花
、

写
耳
、
人
形
な
ど
の
屡
心
の
ほ
か
、
謡

曲
、
詩
吟
の
発
表
、
映
画
会
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
木
幡
…
1
1
月
３
日

▽
岡
屋
・
・
・
1
1
月
２
日
～
３
日

▽
菟
。
道
・
：
1
0
月
3
1
日
～
1
1
月
３
日

▽
川
東
…
1
1
月
３
日
・
1
1
月
５
日

▽
神
明
・
：
1
1
月
２
日
～
４
日

▽
槙
島
・
：
1
1
月
1
3
日
～
1
4
日

▽
東
目
川
・
・
・
1
1
月
６
日
～
７
日

▽
西
目
川
・
・
・
1
0
月
3
0
日
～
3
1
日

▽
紫
ヶ
丘
…
1
1
月
８
日
～
４
日

▽
下
村
・
・
・
1
0
月
2
3
日
～
2
4
日

▽
小

｀

倉
・
・
・
1
1
月
３
日
～
４
日

▽
伊
勢
田
・
・
・
1
1
月
３
日
～
４
日

▽
開
…
1
1
日
］
３
日

▽
広
野
・
・
・
1
1
月
７
日
～
1
2
日

（
公
民
館
）

￥
一
．
．
．
：
…
．
．
．
．
．
：
…
：
：
…
…
：
…

■
市
民
文
化
祭

・
菊
花
展
・
・
・
1
0
月
2
5
日
か
ら
1
1
月
７
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、

市
民
会
館
駐
車
場
で
．

・
俳
句
会
・
・
・
1
0
月
3
1
日
午
後
１
時
か
ら

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
．
』

・
三
曲
演
奏
会
.
.
.
ｃ
月
3
1
日
正
午
か
ら

午
後
ら
時
ま
で
、
市
民
会
刻
で
．

■
酉
小
倉
自
主
家
庭
教
育
学
級

身
近
な
問
題
を
テ
ー
マ
に
み
ん
な
で

考
え
合
お
う
と
、
西
小
倉
教
育
振
興
会

の
主
催
で
1
0
月
2
3
日
か
ら
毎
週
土
曜
日

の
午
後
７
時
か
ら
９
時
3
0
分
ま
で
、
小

倉
幼
稚
園
で
開
か
れ
ま
す
。

・
1
0
月
2
3
日
・
・
・
「
人
間
形
成
の
諮
問
題

Ｉ
ｍ
ｍ
･
環
ｎ
の
お
よ
ぼ
す
影
響
」

講
師
は
日
本
性
教
育
研
究
会
の
今
村

晏
泣
さ
ん

・
ｍ
貿
訪
日
・
・
い
「
子
ど
も
の
教
育
と
母

親
の
役
割
」
講
師
は
府
警
ぶ
部
少
年

課
の
奥
山
栄
さ
ん
・

・
1
1
月
６
日
・
・
・
「
思
春
期
の
こ
ろ
の
特

徴
」
講
師
は
今
村
妥
泣
さ
ん

・
1
1
月
1
3
日
・
・
・
「
親
の
人
生
観
と
教
育

」
講
師
は
府
立
山
城
高
校
校
長
の
馬

渕
一
夫
さ
ん

・
1
1
月
2
0
日
・
・
・
「
脱
の
責
任
は
ど
こ
ま

で
」
講
師
は
神
明
小
学
校
校
長
の
笠

鳴
教
瑞
さ
ん

・
1
1
月
2
7
日
・
・
・
「
学
校
教
育
と
塾
」
講

師
は
日
吉
ヶ
丘
高
校
の
向
井
武
雄
さ

んく
わ
し
く
は
実
行
委
員
の
繁
田
正
三

さ
ん
（
電
話
＠
一
七
四
一
）
、
梅
本
邦

典
さ
ん
（
電
話
⑩
六
五
二
九
）
ま
で
。

募
集

■
第
五
回
市
民
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
大
会

1
1
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
に
塔
の

島
公
園
集
合
（
雨
天
の
場
合
は
1
4
日
）

個
人
と
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
距
離
は
６

～
1
0
＊
ｏ

参
加
希
望
者
は
、
参
加
料
（
お
と
な

も
こ
ど
も
も
三
〇
〇
円
、
グ
ル
ー
プ
は

一
組
五
〇
〇
円
）
を
そ
え
て
、
1
0
月
3
0

日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
市
整
寡
昼

教
育
課
へ
。
当
日
参
加
も
可
。

■
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
会
員
制
）

▼
卓
球
・
：
1
1
月
４
日
か
ら
1
2
月
３
日
ま

で
の
毎
週
木
臓
日
、
午
後
７
時
か
ら

９
時
、
伊
勢
田
小
学
校
で
。
対
象
は

中
学
生
以
上
で
、
定
員
は
3
0
名
。
登

・
録
料
三
〇
〇
円
が
必
要
。

▼
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
…
1
1
月
５
日
か
ら
1
2

月
３
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
、
午
無

７
時
3
0
分
か
ら
９
時
3
0
分
、
神
明
小

で
。
対
象
は
一
般
女
子
で
、
定
員
は

3
0
名
。
登
録
料
三
〇
〇
円
が
必
要
。
、

▼
軟
式
乙
一
ス
…
1
1
月
1
4
日
か
ら
2
8
日

ま
で
の
日
・
祝
日
の
午
後
１
時
か
ら

・
４
時
、
黄
梁
公
園
で
。
対
象
は
一
般

。
社
会
人
で
、
定
員
は
4
0
名
、
晋
一
録
料

五
〇
〇
円
が
必
要
。

○
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
1
0
月
3
1
日

ま
で
に
市
教
委
社
会
教
育
課
へ
。

■
第
四
回
市
民
美
術
展

1
2
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
市
民
会
館

で
市
民
美
術
展
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
市
民
美
術
展
の
作
品
を
1
1
月
1
5

日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
あ
な
た

も
力
作
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
作

品
の
出
品
妥
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
出
品
要
項
・
・
・
①
作
品
は
日
本
画
・
洋

画
・
版
画
②
大
き
さ
は
８
号
以
上

5
0
号
ま
で
⑤
成
敗
は
Ｉ
人
２
点
ま

で
④
資
格
は
宇
治
市
民
、
ま
た
は

市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人
・
⑤
出
品

ヽ
料
は
一
人
一
、
〇
〇
〇
円

‘
出
品
作
品
の
お
申
し
込
み
は
、
市
教

委
社
会
教
育
課
ま
で
。
’

（
社
会
教
育
課
）

■
木
幡
申
の
校
歌

木
幡
中
学
校
で
は
、
校
歌
の
歌
詞
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
木
幡
中
は
、
四
十

九
年
四
月
に
東
宇
治
中
学
校
か
ら
分
際

し
た
学
校
で
、
▽
意
欲
的
に
学
び
深
く

考
え
た
く
ま
し
く
行
動
す
る
人
、
▽
豊

か
な
教
養
と
強
健
な
体
力
づ
く
り
に
励

む
人
、
▽
互
い
に
助
け
励
ま
じ
あ
う
集

団
の
向
上
に
つ
と
め
る
人
、
▽
自
他
の

人
橋
を
尊
霊
し
、
平
和
で
民
主
的
な
社

会
の
実
現
に
つ
と
め
る
人
、
▽
勤
労
を

尊
ぴ
、
自
中
酌
に
ね
ば
り
強
く
や
り
ぬ

く
人
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校
歌
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
。

Ａ
募
集
葵
項
Ｖ

▽
応
募
資
格
・
・
・
宇
治
市
民
か
市
内
に
勤

務
さ
れ
て
い
る
人

▽
歌
飼
・
・
・
文
語
体
で
も
口
語
体
で
も
よ

い
が
、
中
学
生
に
わ
か
り
や
す
い
内

容
の
も
の
。
入
選
作
品
は
作
者
の
了

解
の
う
え
、
歌
詞
を
一
部
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
応
募
万
法
・
・
・
1
1
月
3
0
日
ま
で
に
、
宇

治
市
木
幡
内
畑
3
4
木
幡
中
学
校
へ

お
送
り
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
木
幡
中
学
校
（
電

話
⑩
六
三
九
二
～
三
）
へ
。
”（

教
育
委
貝
会
）

■
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の

・
‘
老
人
の
集
い

1
1
月
７
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
、
小
倉
町
の
西
山
集
会
所
で
、

ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
老
人
を
対
象
と
し
た

懇
談
会
が
開
か
れ
ま
す
。

当
日
は
、
宇
治
市
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
セ

ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
と
と
も
に
話

し
合
い
を
す
す
め
ま
す
。

小
倉
、
‘
伊
勢
田
、
大
久
保
、
広
野
、

杭
島
、
神
明
に
お
住
ま
い
の
お
年
寄
り

の
方
は
、
年
齢
m
.
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
m
く
だ
さ
い
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）
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キャンペ-ン

タバコは宇治市内で買いましょ

う


	page1
	page2
	page3
	page4

